
内
閣
衆
質
一
六
四
第
三
四
四
号

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
信
濃
川
水
系
の
東
京
電
力
測
水
所
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日
受
領

答

弁

第

三

四

四

号



衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
信
濃
川
水
系
の
東
京
電
力
測
水
所
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
の
水
文
観
測
は
、
「
水
文
観
測
業
務
規
程
」
（
平
成
十
四
年
四
月
二
十
二
日
国
河
環
第
六
号
国
土
交
通
事
務

次
官
通
達
）
及
び
「
水
文
観
測
業
務
規
程
細
則
」
（
平
成
十
四
年
四
月
二
十
二
日
国
河
環
第
七
号
国
土
交
通
省
河
川
局
長
通

達
）
並
び
に
「
建
設
省
河
川
砂
防
技
術
基
準
（
案
）
調
査
編
」
（
平
成
九
年
五
月
六
日
建
設
省
河
計
発
第
三
十
六
号
建
設
省

河
川
局
長
通
知
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
に
東
京
電
力
株
式
会
社
が
国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
長
に
対
し
て
行
っ
た
流
水
の
占
用
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
お
い
て
、
同
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
流
量
測

定
は
、
「
建
設
省
河
川
砂
防
技
術
基
準
（
案
）
調
査
編
」
に
基
づ
く
測
定
手
法
と
同
等
の
手
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
水
文
観
測
の
値
及
び
同
社
に
よ
る
測
定
結
果
の
値
は
、
必
要
な
精
度
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

経
済
産
業
大
臣
が
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
百
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
電
力
株
式
会
社

か
ら
報
告
を
求
め
る
河
川
の
流
量
の
測
定
結
果
は
、
国
の
電
源
開
発
に
関
す
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
の
た
め
に
用
い
ら
れ

一



る
も
の
で
あ
り
、
同
法
上
、
当
該
測
定
結
果
が
、
同
社
に
対
し
て
利
益
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
流
水
の
占
用
の
許
可
を
新
た
に
行
う
た

め
の
審
査
の
際
、
当
該
許
可
の
申
請
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
流
況
資
料
に
つ
い
て
は
、
既
に
許
可
さ
れ
て
い
る
水
利
使
用
の
取

水
量
、
当
該
許
可
に
係
る
新
た
な
水
利
使
用
の
取
水
量
等
が
確
保
さ
れ
る
か
を
審
査
す
る
た
め
詳
細
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
流
水
の
占
用
の
許
可
の
更
新
の
た
め
の
審
査
の
際
に
は
、
当
該
更
新
の
申
請
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
個
々
の
資
料
に
つ

い
て
、
必
要
な
審
査
は
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
著
し
い
誤
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
等
に
は
、
必
要
に
応
じ

詳
細
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
河
川
管
理
者
（
同
法
第
七
条
に
規
定
す
る
河
川
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
な
手
段

に
よ
り
同
法
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
、
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
許
可
を
取
り
消

し
、
変
更
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
新
た
に
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

河
川
管
理
者
は
、
河
川
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
河
川
の
台
帳
を
調
製
し
、
こ
れ
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な

二



ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
級
河
川
に
係
る
河
川
の
台
帳
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
調
製
し

保
管
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
清
津
川
等
の
一
部
の
河
川
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
流
水
の
占
用
の
許
可
等
に

係
る
調
書
等
に
つ
い
て
調
製
中
で
あ
る
の
で
、
国
土
交
通
省
地
方
整
備
局
及
び
北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
鋭
意
調
製
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


